
鳥瞰。京都御苑を背に鴨川を臨むホテル（撮影：プライズ　山崎浩治）
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た
せ
て
ホ
テ
ル
の
奥
へ
奥
へ
と
引
き
込

む
が
、
そ
こ
に
も
掘
り
込
ん
だ
中
庭
や

東
側
の
滝
を
通
じ
て
、
外
光
を
導
い
て

い
る
。
ま
た
、
景
観
規
制
を
受
け
て
傾

斜
屋
根
を
持
つ
が
、
そ
こ
に
は
設
備
機

器
を
置
き
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
石
積
み

の
滝
の
背
後
に
冷
却
塔
な
ど
の
設
備
を

巧
み
に
隠
し
て
配
置
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
大
阪
万
博

に
あ
わ
せ
て
建
設
さ
れ
た
吉
村
順
三
設

計
の
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
京
都
（
一
九
七
〇

年
竣
工
）
を
解
体
し
た
跡
地
に
建
設
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
の
建
物
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
だ

け
で
は
な
く
、
滝
の
継
承
や
石
の
再
利

用
の
ほ
か
、
別
邸
を
解
体
し
て
内
部
で

再
構
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
築
な
が

ら
昔
か
ら
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
な

過
去
と
の
連
続
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま

た
建
築
主
は
、
設
計
者
が
現
代
に
お
け

る
日
本
建
築
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
京
都
迎
賓
館
を
手
が
け
た
と
い
う

高
い
実
績
を
よ
く
知
っ
た
上
で
こ
の
仕

事
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
こ
の
ホ
テ
ル

は
木
さ
え
使
え
ば
和
風
と
い
う
単
純
な

デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
、
現
代
の

素
材
を
用
い
た
精
密
な
細
部
と
、
全
体

　
京
都
の
鴨
川
に
面
す
る
恵
ま
れ
た
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
建
つ
一
方
、
地
下
水
の

対
策
が
求
め
ら
れ
た
り
、
近
年
さ
ら
に

厳
し
く
な
っ
た
高
さ
制
限
な
ど
難
し
い

条
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
設
計
者

は
建
物
の
低
さ
や
敷
地
の
細
長
さ
と
い

う
悪
条
件
を
逆
手
に
と
っ
て
、
高
級
ホ

テ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
を
実
現
し
た
。
現
地
訪
問
の
際
、

川
向
か
い
か
ら
見
る
と
背
後
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
方
が
は
る
か
に
高
く
目
立
ち
、

ホ
テ
ル
は
そ
の
手
前
に
そ
っ
と
置
か
れ

て
い
る
。
近
付
く
と
、
地
域
に
貢
献
す

べ
く
、
み
そ
そ
ぎ
川
を
修
景
し
た
り
、

西
側
は
二
㍍
後
退
し
て
塀
の
よ
う
な
外

壁
の
脇
を
遊
歩
道
と
し
て
市
民
に
提
供

す
る
な
ど
、
周
辺
へ
の
気
遣
い
も
な
さ

れ
て
い
た
。
正
面
の
道
路
か
ら
は
、
水

の
せ
せ
ら
ぎ
に
誘
わ
れ
て
、
少
し
ず
つ

降
り
な
が
ら
、
奥
に
入
る
こ
と
で
、
ラ

ウ
ン
ジ
に
た
ど
り
つ
き
、
さ
ら
に
こ
こ

か
ら
階
段
で
下
に
向
か
う
と
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
、
プ
ー
ル
な
ど

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
な
か
、
来
訪
者
に
期
待
感
を
持

選
評

＞＞ ザ・リッツ・カールトン京都

2016年 第57回
BCS賞受賞作品紹介

暁に映える二条通側の外観
（撮影：プライズ　山崎浩治）

鴨川を臨む大きなガラス窓の客室
（撮影：プライズ　山崎浩治）

コーナー客室よりアプローチを臨む
（撮影：ナカサアンドパートナーズ）

＜ 2016年 第57回 BCS賞受賞作品 ＞　飯野ビルディング　大手町タワー／大手町の森　京都国立博物館 平成知新館　グランフロント大阪　
高志の国文学館　ザ・リッツ・カールトン京都　住田町役場　東京スクエアガーデン　流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館　
日清食品グループ the WAVE　穂の国とよはし芸術劇場 プラット　八幡厚生病院本館　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部棟　Ribbon Chapel　龍谷大学 和顔館　
 ［特別賞］札幌市北3条広場・札幌三井JPビルディング　
日本橋室町東地区開発：室町東三井ビルディング、室町古河三井ビルディング、室町ちばぎん三井ビルディング、福徳神社

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2016年で57回を数えます。

ザ・
リ
ッ
ツ・

カ
ー
ル
ト
ン
京
都
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計画概要 建築主：積水ハウス㈱ 設計者：㈱日建設計 施工者：�㈱大林組　 所在地：京都府京都市中京区鴨川二条大橋畔
竣工日：平成25年10月31日

敷地面積：	    5,937㎡ 
建築面積： 	  4,598㎡ 
延床面積： 	24,682㎡ 

階数：地上4階、地下3階
構造：�鉄筋コンクリート造　
　　　（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）

いった多くの課題を、設計者・施工者・ホテル
オペレーター・インテリアデザイナーをはじめ
多くの関係者と協議を重ねていき、皆様の協力
を得て無事に竣工、オープンすることができま
した。
　このザ・リッツ・カールトン京都が、ますま
す多くの世界の皆様に愛されるよう、今後もホ
テルオペレーターと協力して発展させていきた
いと思います。

　初めに考えたのは、この地に相応しいホテル
とはどういうホテルかということでした。
　ここにはその昔、公家が居を構えて以後、角
倉了以の屋敷、藤田伝三郎の屋敷、ホテルフジ
タ京都が建っていました。その培われてきた伝
統を引き継ぎ、この地に相応しい外観と環境に
配慮したホテル、「民間の迎賓館」と呼べるホテ
ルをつくりたいと考えました。
　そして、厳しい高さ規制や難しい地下工事と

 ‘民間の迎賓館’と呼ぶに相応しい
ホテルを目指して

建築主
より

施工者
より

設計者
より

的
に
抑
制
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
和
の
解
釈
に
挑

戦
し
た
こ
と
に
も
好
感
が
持
て
る
。

　
客
室
は
す
べ
て
地
上
階
に
配
置
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
空
間
で

眺
望
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
最
上
部
の
四
階
は
高
さ
制
限
に
よ

っ
て
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
川
側
に
屋
上
庭
園
を
設
け
て

い
る
。
客
室
数
は
決
し
て
多
く
な
い
。

が
、
高
単
価
の
宿
泊
費
で
も
満
足
で
き

る
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
事
業

計
画
が
成
立
し
、
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン

光庭につづく細長く奥深い吹抜け（撮影：ナカサアンドパートナーズ）

光庭と対峙する夷川邸「御殿の間」（撮影：スタジオムライ　（鈴木正見））

するかが課題でしたが、資材物流の効率化によ
り、搬出入に必要な時間やスペースを大幅に削
減することで解決しました。
　工期内に無事に建物を引き渡すことができた
のは、職員と職人とが一致団結してこれら様々
な課題を解決したからです。世界の観光客から
高い評価を得ているザ・リッツ・カールトン京
都の施工に携わったことを大変光栄に思ってい
ます。

　本工事は工期が短く、鴨川のすぐ横で大深度
の掘削を行うなど難易度の高い工事でした。粘
土層がない地層での大深度掘削には、近隣井戸
の渇水対策や大量の地下水処理など事前に多く
の技術検討が必要で、現地試験と解析を何度も
繰り返して最適な施工計画を実現しました。ま
た、建物は間口が狭く奥行きの長い形状のうえ、
敷地のほぼ全域を躯体として使用します。その
ため材料置き場や工事車両の動線をいかに確保

世界の観光宿泊客に愛される
ホテルのために厳しい施工条件を克服

株式会社大林組
執行役員京都支店長

東谷昌次
Masatsugu Higashitani

急遽さまざまな設計変更が必要になりました。
そこでこれを好機ととらえ、最下階に新たに設
けたプールへも滝を通じて自然光を落とすこと
ができ、ホテルフジタの滝再現の意味をさらに
深くすることができました。
　外装については、ホテル用途であるかないか
は考慮せず、徹頭徹尾研ぎ澄まされたプロポー
ションを追求し、さまざまな光と影を創り出し
ています。

　新ホテル建設にあたっては、この敷地に建っ
ていた吉村順三氏設計のホテルフジタを惜しみ
つつ取り壊さなければなりませんでした。この
ことについては、建て替わる建築を素晴らしい
ものにすることによって償うしかないと考えま
した。
　計画当初より五つ星ホテルを誘致できる設計
を行いましたが、ホテルブランドがザ・リッ
ツ・カールトンに決定したのは着工寸前であり、

京都の地にふさわしいホテルを
光と影とプロポーションでつくる

株式会社日建設計　
執行役員
設計部門副統括兼代表

大谷弘明
Hiroaki Otani

積水ハウス株式会社
開発事業部　
西日本設計統括　
部長

岡本勝政
Katsumasa Okamoto

＞＞ ザ・リッツ・カールトン京都

ホ
テ
ル
の
本
社
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
ま
た
館
内
に
サ
イ
ン
が
ほ
と

ん
ど
見
当
た
ら
ず
、「
客
が
迷
う
こ
と

は
な
い
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
常
に
客
の
動
き
に

配
慮
し
て
お
り
、
も
し
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
案
内
で
き
る
と

い
う
。
事
業
主
で
あ
る
ホ
テ
ル
が
デ
ザ

イ
ン
の
価
値
を
よ
く
理
解
し
、
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
運
用
も
行
き
届
い
た
建
築
と

言
え
る
。

 ［
選
考
委
員
］

五
十
嵐
太
郎
・
宮
崎 

浩
・
河
野
晴
彦


